
















【要旨】現代の母親達が抱える子育ての問題は、ともすれぱ情報過多や人間関係の希薄さ、

核家族化、育児文化の伝承の断絶など、育児の方法論を中心に語られ、その解決策として

情報の選択能力の育成や正確な情報の提供の必要性、ネットワークづくりなどといった外

的な方法が強調されることが多い。しかし育児不安とは何かということについて、 もう

少し異なる観点からの分析も必要と思われる。ここではそれを、こどもという多様な自然

を、効率、競争、利便性優位の価値観の中で育ってきた母親達がどう受け容れていくのか、

また、そうした多様性に直面した母親達が、それらの価値観の支配する社会の中でどう生

きていくのかという問題の中に不安があるととらえた。

 保健センターは、 こうした時代背景や社会環境を充分に認識した上で、心と身体の両面

から母子を支援していくことが望ましい。そのためには、従来の保健指導とは異なるコミ

ュニケーションの方法や、それにふさわしい人材、また、住民のニーズを捉える方法の導

入などによって、地域の中に開かれた存在になっていくことが求められている。


